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巻頭言

第 21 回石川県作業療法学会長を終えて

　第 21 回石川県作業療法学会の学会長という大役をさせていただいたのは，今まで精神科関
係の学会長はいなかったためであり，今回は貴重な体験をさせていただいた．
　今回の学会テーマは，作業療法士としては絶対に忘れてはならない視点から「その人らしさ
を支援する作業療法」にした．例年なら，特別講演には県外より講師をお呼びしての講演にな
るところであるが，今回はあえて県内講師にこだわってみた．県内でも一番熱い進藤会長に，
30 年間の臨床経験をもとに，後輩へ何か熱いメッセージを伝えてもらいたくてお願いした．
講演では，若い頃の会長の写真に，会場からは「かわいい～！」との声も聞かれ，若き日の会
長の姿に驚き（？）つつも，昔から作業療法に対する熱さが変わらないことに感動したのでは
ないか？
　そして，シンポジウムでは「困った時にはこの人に聞けば何とかなる！」と私が勝手に思っ
ているベテラン４人にお願いした．短い時間には語りつくせないほどの濃い内容のシンポジウ
ムとなり，一人一人を特別講演で講演してもらってもよいほどの内容だったと思う．
　そして，県学会では初めての試みとして，我がままを言って昼休憩にコンサートを開かせて
もらった．アカデミー講師時代に組んだ学生とのバンドだが，今でも何人かと一緒にいろんな
活動を通じて繋がっている．その仲間と，またさらに繋がりのある仲間たちによって今回のコ
ンサートが作り上げられた．コンサートのために，何度も集まり練習し，作り上げられた絆は
かけがえのないものになった．この素敵な仲間達と，学会に参加してくれた皆さんによって，
学会長である私自身が「私らしく」支援され，作業療法を受けた気分であった．
　これから先も熱い思いを忘れず，そして人とのつながりを大切に作業療法していきたいと思
う．
　皆さんはこの学会で何を感じられましたか…？　

医療法人社団浅ノ川　桜ヶ丘病院　岡田　千砂
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編集後記
　ロンドンオリンピックに沸いた 2012 年，東日本大震災からの復興もまだまだですが，
少しずつ前向きになってきている様に感じています．
　さて今年も無事に本刊の発行に至りました．毎回の事ながら査読や編集にご協力頂い
た皆様には心より感謝申し上げます．投稿数としては年により増減を繰り返している状
況です．他県に誇れる学術雑誌となるため，県士会員，特に若い会員の皆さんの奮起に
期待しています！
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